
【題　名】

「かわいいだけじゃダメですよ！？」

【学校名・学年】

長崎大学教育学部附属中学校・１年

【制作者】

木下　聖渚（きのした　せいな）さん

【講　評】

第73回統計グラフ全国コンクール 

第4部「佳作」受賞

第４部（中学生）入賞作品

特
　
選

タイトルに強いメッセージ性を感じました。同世代の

子供たちに「ペットを飼うことは命を預かることであ

り、責任をもって飼うべきだ」ということを、データ

を基に効果的に示すことができています。また、ドイ

ツを比較しているところや豊富な色使いとイラストで

分かりやすくまとめているところも評価のポイントで

す。



【題　名】

「命のバトンをつなぐ

～３つの柱で若者の献血離れに歯止を～」

【学校名・学年】

長崎市立淵中学校・２年

【制作者】

田崎　芽唯（たさき　めい）さん

【講　評】

第４部（中学生）入賞作品

特
　
選

長崎県の実状に触れつつ、全国との比較を通して喫緊

の課題を分かりやすく伝えています。色やイラストの

使用も適切で、視覚的にも工夫が感じられます。ま

た、50名を超える大学生へのアンケート結果を踏まえ

実状改善に向けた提案が丁寧にまとめられており、大

変優れた内容です。



【題　名】

「未来につなぐ魚と鯨の食文化」

【学校名・学年】

長崎日本大学中学校・３年

【制作者】

田中　悠翔（たなか　ゆうと）さん

【講　評】

第４部（中学生）入賞作品

「未来につなぐ魚とクジラの食文化」の題字と、躍動

感のあるクジラの絵、とにかくインパクトのある構成

になっています。また、日々の食生活やクジラ料理の

ことについてアンケートをとった結果を、分かりやす

くグラフにまとめています。日本や長崎県の漁業の現

状や未来について、考えるきっかけをくれる作品で

す。

特
　
選



【題　名】 【題　名】

「増える空き家問題」 「夏の暑さは異常！？いいえ日常です！！」

【学校名・学年】 【学校名・学年】

長崎日本大学中学校・１年 長崎日本大学中学校・１年

【制作者】 【制作者】

東　結都（ひがし　ゆと）さん 福島　莉珠（ふくしま　りず）さん

入
　
選

入
　
選

第４部（中学生）入賞作品



【題　名】

「長崎の地震は大丈夫！？」

【学校名・学年】

長崎日本大学中学校・２年

【制作者】

梅山　凛（うめやま　りん）さん

入
　
選

第４部（中学生）入賞作品



【題　名】 【題　名】

「虫歯の今と未来～予防から治療まで～」 「あなたは大丈夫？子どもの体力低下！？」

【学校名・学年】 【学校名・学年】

長崎大学教育学部附属中学校・１年 長崎大学教育学部附属中学校・１年

【制作者】 本田　さくら（ほんだ　さくら）さん 【制作者】

平賀　紗英（ひらが　さえ）さん 松本　小春（まつもと　こはる）さん

第４部（中学生）入賞作品

佳
　
作

佳
　
作



【題　名】 【題　名】

「令和のコメ騒動」 「交通事故にあわないために」

【学校名・学年】 【学校名・学年】

長崎日本大学中学校・１年 長崎日本大学中学校・１年

【制作者】 【制作者】

末吉　智晴（すえよし　ともはる）さん 上假屋　健心（かみかりや　けんしん）さん

佳
　
作

第４部（中学生）入賞作品

佳
　
作



【題　名】

「手を取り合えば救える命がある 命のバトン骨髄バンク」

【学校名・学年】

長崎日本大学中学校・２年

【制作者】

川良　穂乃花（かわら　ほのか）さん

第４部（中学生）入賞作品

佳
　
作


